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榊
原
貴
教
編
著

川
戸
道
昭

中
央
大
学
教
授

近
代
日
本
語
の〈
成
立
〉と
は
、

〈
言
文
一
致
〉と
は
、な
ん
だ
っ
た
の
か
？

江
戸
か
ら
洋
語
受
容
期
を
経
て

明
治
を
駆
け
抜
け
る
厖
大
な

資
料
群
の
深
い
森
に
分
け
入
り

漢
文
―
訳
語
―
和
文
の
現
場
で

〈
近
代
日
本
語
〉が

《
翻
訳
》と
の
格
闘
に
よ
っ
て

醸
成
・
創
造
さ
れ
る
過
程
を

〝
見
せ
る
〟

学術資料出版

大空社出版

近
代
日
本
語
〈
形
成
と
翻
訳
〉

資
料

集
成

全 18巻
別巻１

近
代
日
本
語
が

形
成
さ
れ
る「
現
場
」が

こ
こ
に
あ
る
。

原
典〈
復
刻
編
集
〉資
料
集

全
巻
収
録
内
容

「
近
代
日
本
語
は
翻
訳
と
の
遭
遇
に
よ
っ
て

そ
の
核
心
部
分
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。」

根
本
を
問
う
画
期
的
業
績
！
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川
戸
道
昭
・
榊
原
貴
教 

編
著

刊
行
の
こ
と
ば					






編 

者

　

口
語
文
と
文
語
文
の
乖
離
を
指
摘
し
、日
本
語
の
改
良
を
初
め
て
政
府
に
提
言
し
た
の
は
、前
島
密
で
あ
っ
た
。

提
言
は
徳
川
慶
喜
へ
の
建
議
書
の
か
た
ち
を
取
っ
て
上
申
し
、
そ
の
方
法
を
国
文
教
育
の
改
善
に
求
め
、
学
制

の
改
革
に
托
そ
う
と
し
た
こ
と
は
、
今
日
残
さ
れ
て
い
る
『
国
字
国
文
改
良
建
議
書
』
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
日
本
語
改
良
運
動
の
流
れ
は
前
例
に
な
ら
い
、明
治
政
府
に
働
き
か
け
、教
育
の
啓
蒙
活
動
に
よ
り
、

言
文
一
致
運
動
の
成
果
獲
得
へ
と
邁
進
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
は
、
前
島
密
が
改
良
の
目
的
を
、
自
ら
の
知
的
営

為
の
源
泉
で
あ
っ
た
漢
字
を
「
支
那
字
の
頑
毒
」
と
批
判
し
て
、
国
字
改
良
を
「
國
家
富
強
を
爲
す
の
礎
地
御

坐
候
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
社
会
形
成
の
一
環
と
し
て
推
し
進
め
ら
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
近
代
日
本
語
の

形
成
は
、
近
代
国
民
国
家
を
招
来
し
て
き
た
啓
蒙
思
想
の
一
翼
を
担
う
、「
上
か
ら
の
民
主
化
」
と
し
て
行
な
わ

れ
て
き
た
。

　

日
本
の
近
代
文
学
も
ま
た
、
啓
蒙
思
想
の
普
及
の
過
程
か
ら
発
生
し
て
き
た
。
読
本
、
仮
名
草
子
か
ら
の
脱

却
が
始
ま
っ
た
の
は
、
西
洋
文
学
と
の
遭
遇
に
よ
る
。
し
か
し
、
文
学
界
は
明
治
十
年
代
末
の
欧
化
熱
反
動
＝

国
粋
運
動
の
渦
中
に
も
、
西
欧
文
学
の
心
酔
者
た
ち
は
国
粋
化
と
西
欧
化
の
狭
間
に
身
を
裂
か
れ
な
が
ら
、
表

現
の
場
で
暗
中
模
索
を
始
め
た
。
社
会
的
に
は
富
国
強
兵
の
体
制
に
与
し
な
が
ら
も
、
内
面
的
に
は
西
欧
が
生

み
だ
し
た
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
と
そ
の
表
現
方
法
の
日
本
語
化
を
求
め
て
苦
闘
す
る
。

　

日
本
語
改
良
主
義
者
た
ち
は
、
言
文
一
致
運
動
の
名
の
下
に
、
こ
と
ば
の
表
現
の
安
易
化
を
求
め
続
け
た
の

に
対
し
、
美
妙
、
二
葉
亭
、
嵯
峨
の
や
、
紅
葉
、
思
軒
、
魯
庵
と
い
う
西
欧
文
学
に
魅
惑
さ
れ
た
文
学
者
た
ち
は
、

思
想
表
現
と
し
て
の
言
語
の
緻
密
化
に
挑
戦
し
始
め
る
。
そ
の
闘
い
の
成
果
は
、
明
治
二
十
年
代
の
東
京
で
一

挙
に
開
花
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
い
っ
た
ん
挫
折
し
た
日
本
語
改
良
主
義
者
の
啓
蒙
運
動
は
、
文
学
者
の
成

果
の
礎
の
上
で
、明
治
三
十
年
代
の
国
家
の
強
権
化
と
共
に
再
開
さ
れ
、国
定
教
科
書
の
中
で
成
就
さ
れ
て
い
く
。

　

本
集
成
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
認
識
の
下
で
、
表
現
者
と
し
て
の
翻
訳
家
に
主
軸
を
置
き
、
そ
の
バ
ッ
ク
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
従
来
の
近
代
語
形
成
資
料
（「
言
文
一
致
の
鬼
」
と
い
わ
れ
た
山
本
正
秀
先
生
の
研
究
に
多

く
依
拠
す
る
）
を
再
点
検
し
、
編
者
な
り
の
考
え
に
基
づ
き
編
集
し
た
。
考
え
の
基
本
は
、
近
代
日
本
語
は
翻

訳
と
の
遭
遇
に
よ
っ
て
そ
の
核
心
部
分
が
形
成
さ
れ
て
き
た
と
の
確
信
に
よ
る
。
本
資
料
集
成
が
、
今
後
の
近

代
日
本
語
研
究
の
基
本
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

二
〇
一
四
年
一
一
月

「近代日本語は翻訳との遭遇によって
その核心部分が形成されてきた。」

①	

本
集
成
は
【
文
体
編
】【
史
料
編
】
の
二
部
構
成
と
す
る
。

【
文
体
編
】（
第
２
～
８
巻
）

山
田
美
妙
、
二
葉
亭
四
迷
、
嵯
峨
の
や
お
む
ろ
、
尾
崎
紅
葉
、

ま
た
内
田
魯
庵
、
森
田
思
軒
、
若
松
賤
子
ら
文
学
者
の
実
作
品

を
「
初
出
」
新
聞
雑
誌
掲
載
の
形
で
復
刻
、
合
わ
せ
て
本
人
お

よ
び
他
者
に
よ
る
回
想
・
批
評
・
コ
ラ
ム
・
広
告
等
の
関
連
文

献
を
ま
と
め
、
言
文
一
致
の
表
現
創
造
過
程
を
時
代
を
追
っ
て

原
物
で
確
認
で
き
る
資
料
集
と
す
る
。
さ
ら
に
美
妙
・
四
迷
・

お
む
ろ
・
紅
葉
の
各
〈
作
品
年
表
〉
は
、「
初
出
」
デ
ー
タ
を
年

月
日
ま
で
明
ら
か
に
し
て
ま
と
め
た
詳
細
書
誌
年
表
で
あ
る
。

【
史
料
編
】（
第
９
～
18
巻
）

日
本
語
・
翻
訳
論
の
対
象
と
な
る
文
献
を
可
能
な
限
り
広
範
囲

な
領
域
か
ら
蒐
集
す
る
。
分
類
は
「
近
代
日
本
語
形
成
資
料
」（
刊

本
・
新
聞
雑
誌
に
大
別
）、
演
説
・
記
事
論
説
関
係
、
さ
ら
に
、

明
治
期
・
大
正
期
の
学
問
・
言
論
・
教
育
界
の
多
数
の
論
者
に

よ
る
国
語
・
言
語
・
文
章
論
集
成
と
す
る
。
ま
た
江
戸
期
の
和

文
語
学
書
・
漢
詩
注
釈
書
か
ら
明
治
初
頭
の
英
文
典
を
含
み
、

〈
和
・
漢
・
外
〉
を
統
合
し
た
従
来
に
な
い
視
点
か
ら
近
代
日
本

語
の
形
成
過
程
の
実
態
を
捉
え
る
資
料
と
な
る
よ
う
に
し
た
。

②	

別
巻
『
欧
米
文
学
の
翻
訳
と
近
代
文
章
語
の
形
成
―
―
漢
文
対
応
の

日
本
語
か
ら
欧
文
対
応
の
日
本
語
へ
』
は
本
集
成
の
「
道
案
内
」
と
な
る
。

総
合
論
考
に
資
料
・
年
表
・
図
録
を
加
え
、
多
領
域
の
研
究
者
・

識
者
に
益
す
る
内
容
と
し
た
。

③	

第
１
巻
は
本
集
成
の
「
道
し
る
べ
」
と
な
る
。
全
巻
の
「
総
目
次
」

「
総
索
引
」
と
し
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
分
散
化
し
て
い
る
収
載
資

料
を
検
索
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
た
。

編
集
方
針
・
概
要
と
構
成

《
翻
訳
》か
ら
見
せ
る
近
代
日
本
―
―

近
代
日
本
語
〈
形
成
と
翻
訳
〉
全18巻
別巻１

資
料

集
成

〈
共
同
出
版
〉	

大
空
社

	

ナ
ダ
出
版
セ
ン
タ
ー

（
２
０
１
４

　

～
２
０
１
６
）

四半世紀を超えて近代日本の《翻訳》という営為を〈原典史料〉
で総覧してきた編者の目が選択した基本文献を集成！

日
本
語
・
言
語
・
文
学
に
関
心
を
抱
く
す
べ
て
の
人
が
一
読
・
再
読
・
熟
読
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
料
群
が
一
堂
に
会
す
！
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研究に必要な〈素材〉が一堂に会す有難さ！

第
１
回
配
本　

第
1
巻
＋【
文
体
編
】（
第
2
～
4
巻
）

第
１
巻　

総
目
次
＋
総
索
引
（
第
2
～
18
巻
統
合
索
引
）

第
２
巻　

挑
戦
す
る
文
体
・
山
田
美
妙
集

第
３
巻　

懐
疑
す
る
文
体
・
二
葉
亭
四
迷
集

第
４
巻　

理
想
の
文
体
・
嵯
峨
の
や
お
む
ろ
集

第
２
回
配
本　
【
文
体
編
】（
第
5
～
8
巻
）

第
５
巻　

苦
渋
す
る
文
体
・
尾
崎
紅
葉
集
①

第
６
巻　

苦
渋
す
る
文
体
・
尾
崎
紅
葉
集
②

第
７
巻　

言
文
一
致
作
品
集
①

罪
と
罰
（
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
作
、
内
田
魯
庵
訳
）

第
８
巻　

言
文
一
致
作
品
集
②

原
作
＝
ポ
ー
、
ホ
フ
マ
ン
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
ゾ
ラ
他　

訳
者
＝
饗
庭
篁
村
、
森
鴎
外
、
若
松
賤
子
、
内
田
魯
庵
、
森
田
思
軒
他

第
３
回
配
本　
【
史
料
編
】（
第
9
～
13
巻
）

第
９
巻　

近
代
日
本
語
形
成
資
料
（
刊
本
の
部
）
江
戸
期

あ
ゆ
ひ
抄
（
安
永
2
）
、
唐
詩
選
解
（
天
明
4
）

第
10
巻　

近
代
日
本
語
形
成
資
料
（
刊
本
の
部
）
明
治
期
①

格
賢
勃
斯
英
文
典
直
訳
（
明
治
3
）
、
ピ
ネ
ヲ
氏
英
文
典
直
訳
（
明
治
3
）

第
11
巻　

近
代
日
本
語
形
成
資
料
（
刊
本
の
部
）
明
治
期
②

国
字
国
文
改
良
建
議
書
（
前
島
密
）
、
民
権
自
由
論
（
植
木
枝
盛
）
他

第
12
巻　

近
代
日
本
語
形
成
資
料
（
刊
本
の
部
）
明
治
期
③

こ
と
ば
の
写
真
法
（
丸
山
平
次
郎
）、
日
本
新
字
発
明
（
小
島
一
騰
）
他

第
13
巻　

近
代
日
本
語
形
成
資
料
（
刊
本
の
部
）
明
治
期
④

言
文
一
致
（
物
集
高
見
）
、
言
文
一
致
（
言
文
一
致
研
究
会
）
他

第
４
回
配
本　
【
史
料
編
】（
第
14
～
16
巻
）

第
14
巻　

近
代
日
本
語
形
成
資
料
（
新
聞
雑
誌
の
部
）
①　

計
90
件
収
録

第
15
巻　

近
代
日
本
語
形
成
資
料
（
新
聞
雑
誌
の
部
）
②　

計
104
件
収
録

第
16
巻　

演
説
・
記
事
論
説
集
　
計
63
件
収
録

第
５
回
配
本　
【
史
料
編
】（
第
17
・
18
巻
）

第
17
巻　

国
語
改
良
異
見　
計
70
件
収
録

第
18
巻　

現
代
名
家
文
章
大
観
　
計
166
件
収
録

＊
　
　
＊
　
　
＊

別
巻　

欧
米
文
学
の
翻
訳
と
近
代
文
章
語
の
形
成

漢
文
対
応
の
日
本
語
か
ら
欧
文
対
応
の
日
本
語
へ

全巻構成（全５回配本＋別巻）　　　〈各巻分売可〉＊必要な巻をお求めいただけます。（価格表は最終ページに）

これだけの〈原典史料〉を探し集めるだけでも、どれほど厖大な時間と労力が必要か！

川
戸
道
昭
著

欧
米
文
学
の
翻
訳
と
近
代
文
章
語
の
形
成

漢
文
対
応
の
日
本
語
か
ら
欧
文
対
応
の
日
本
語
へB5判・上製・クロス装・310頁・カラー口絵16頁

978-4-283-01188-5　本体20,000円＋税

（2014年12月刊）

〈
目
次（
抄
）〉　　
口
絵
（
図
録
）近
代
日
本
語
形
成
史
［
カ
ラ
ー
16
頁
］

［
第
一
部
］　

欧
文
の
直
訳
に
基
づ
く
日
本
語
の
初
期
化
と
再
構
成
〔
約
160
頁
〕

序
章　

新
文
章
語
創
造
運
動
の
本
質

Ⅰ　
『
繋
思
談
』
の
出
現　
　

初
期
翻
訳
文
学
三
区
分
／
周
密
文
体
／
日
本
語〈
初
期
化
〉

Ⅱ　

周
密
文
体
か
ら
言
文
一
致
体
へ　
　
「
あ
ひ
ゞ
き
」
と
『
夜
と
朝
』
／
思
軒
の
翻
訳
は
旧
文
体
か
／
「
言

文
一
致
体
」
と
は
い
か
な
る
文
体
か

Ⅲ　

新
文
章
語
創
造
運
動
の
本
質
―〈
能
く
人
に
通
じ
る
直
訳
文
体
〉の
創
造　
　
「
あ
ひ
ゞ
き
」
も
「
ク

ラ
ウ
ド
」
も
本
質
は
新
文
体
／
〈
翻
訳
〉
は
す
べ
て
〈
創
作
〉
―
新
文
章
語
形
成
運
動
の
原
点

［
第
二
部
］　

文
末
辞
か
ら
た
ど
る
近
代
文
章
語
の
形
成
〔
約
110
頁
〕

序
章　

欧
文
と
の
比
較
か
ら
見
え
て
く
る
も
の　
　

文
末
辞
は
欧
文
動
詞
の
口
語
訳
に
関
わ
る
問
題

Ⅰ　

新
文
章
語
の
は
じ
ま
り
―
外
国
語
教
育
に
お
け
る
「
で
あ
る
」
文
の
普
及

Ⅱ　

文
学
界
に
お
け
る
展
開
―
常
体
文
章
語
と
し
て
の
「
で
あ
る
」
文
の
成
立　
　

従
来
の
ア
プ
ロ
ー

チ
へ
の
疑
問
／
美
妙
―「
で
あ
る
」文
の
出
発
点
／
四
迷
―「
で
あ
る
」文
の
基
礎
の
確
立
／
言
文
一
致
の
停
滞

期
―
逍
遥
の
呼
び
か
け
／
内
田
魯
庵
―「
で
あ
る
」文
の
新
展
開
／
尾
崎
紅
葉
―「
で
あ
る
」文
の
完
成
と
普
及

Ⅲ　

翻
訳
か
ら
創
作
へ
―
自
由
間
接
話
法
の
発
見
と
そ
の
展
開　
　

思
軒「
牢
帰
り
」―〈
語
り
手
〉と〈
登

場
人
物
〉
の
視
点
の
一
体
化
／
紅
葉
は
日
本
の
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
？
―
「
で
あ
る
」
文
体
創
造
の
意
義

［
付
録
］
若
松
賤
子
と
「
小
公
子
」
―
児
童
文
学
の
翻
訳
と
新
文
体
の
形
成　
　

読
者
・
批
評
家
の
目
に

映
じ
た
賤
子
の
新
文
体
／
母
が
児
に
「
言
い
聞
か
せ
る
」
物
語

［
史
料
集
］
藤
田
茂
吉
・
尾
崎
庸
夫
「
繋
思
談
例
言
」（
明
治
18
年
）
ほ
か

本
文
中
に
引
用
さ
れ
た
文
献
の
復
刻
〔
13
点
約
120
頁
〕

［
年
表
］
日
本
近
代
文
体
史
（
常
体
編
）

必読・必携！　本資料集と関連研究への総合的「道案内」

別
巻従

来
の
研
究
に
お
い
て
は
…
本
来
な
ら
ば
欧
米
の
言
語
・
作
品
と
の
対
比
の
中
で
考
察
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
た
な
文
学
・
文
章
の
成
立
過
程
を
、
そ
れ
を
抜
き
に
し
て
考
察
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、い
つ
ま
で
た
っ
て
も
、二
葉
亭
の「
だ
」調
、美
妙
の「
で
す
」調
、

紅
葉
の「
で
あ
る
」調
と
い
う
よ
う
な
正
鵠
を
射
な
い
皮
相
な
解
釈
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
き
た
。

従
来
の
研
究
に
み
ら
れ
る
そ
う
し
た
歪
み
や
欠
陥
を
正
す
た
め
、
本
書
に
お
い
て
は
、
も
う
一

度
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
欧
米
の
言
語
・
文
学
と
の
対
比
を
基
本
に
、
日
本

に
新
た
な
文
章
・
文
学
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
詳
し
く
た
ど
り
直
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

す
な
わ
ち
、
欧
米
文
学
・
欧
米
言
語
と
の
対
比
を
通
し
て
み
た
近
代
文
学
・
近
代
文
章
語
の
形

成
と
い
う
こ
と
が
本
書
の
主
要
テ
ー
マ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。（「
は
し
が
き
」
よ
り
）

史料を見る、原点に立ち返る、論が始まる。 「

」

日
本
語
・
言
語
・
文
学
に
関
心
を
抱
く
す
べ
て
の
人
が
一
読
・
再
読
・
熟
読
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
料
群
が
一
堂
に
会
す
！
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●
第
2
巻
内
容
（
抄
）

嘲
戒
小
説
天
狗
（
我
楽
多
文
庫 

明
治
19
・
11
～
20
・
7
）

花
の
茨
、茨
の
花
―
骨
ハ
独
逸
肉
ハ
美
妙
（
我
楽
多
文
庫
ほ
か 

明
治
20
・
6

～
21
・
8
）

風
琴
調
一
節
（
以
良
都
女 

明
治
20
・
7
～
9
）

ふ
く
さ
づ
ゝ
み
（
以
良
都
女 

明
治
20
・
10
～
21
・
2
）

武
蔵
野
（
読
売
新
聞
他 

明
治
20
・
11
～
21
・
8
）

言
文
一
致
論
概
略
（
学
海
之
指
針 

明
治
21
・
2
～
3
）

空
行
く
月
（
以
良
都
女 

明
治
21
・
3
～
22
・
1
）

正
本
は
む
れ
ッ
と
―
城
門
幽
霊
出
現
の
場
他
（
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
作 

以
良

都
女 

明
治
21
・
5
～
9
）

情
詩
人
（
我
楽
多
文
庫 

明
治
21
・
5
～
11
）

日
本
俗
語
文
法
論
の
内
（
学
海
之
指
針 

明
治
22
・
1
）

胡
蝶
（
国
民
之
友 

明
治
22
・
1
）

胡
蝶
の
挿
絵
に
就
て
（
新
年
小
説 

明
治
22
・
2
）

国
民
之
友
小
説
評
（
依
田
学
海 

新
年
小
説 

同
）

胡
蝶
及
び
胡
蝶
の
図
に
就
き
学
海
先
生
と
漣
山
人
と
の
評
（
新
年
小
説 

同
）

強
く
な
り
た
が
る
猫
の
話
（
女
学
雑
誌 
明
治
22
・
1
）

言
文
一
致
小
言
（
文 

明
治
22
・
4
）

あ
る
の
ん
物
語
（
ラ
イ
ヴ
ス
作 

女
学
雑
誌 

明
治
22
・
5
）

紅
葉
山
人
の
や
ま
と
昭
君
細
評
（
以
良
都
女 

明
治
22
・
9
）

女
子
用
文
章
独
学
び
（
以
良
都
女 

明
治
22
・
11
～
12
）

普
通
語
「
あ
る
」
の
意
味
（
以
良
都
女 

明
治
22
・
12
）

文
章
符
号
の
解
釈
（
以
良
都
女 

明
治
22
・
12
）

文
と
語
調
と
の
関
係
（
以
良
都
女 

明
治
22
・
12
～
23
・
1
）

日
本
韻
文
に
つ
い
て
学
者
が
工
夫
す
べ
き
箇
条

　
（
以
良
都
女 

明
治
23
・
1
）

吾
々
の
言
文
一
致
体
（
し
が
ら
み
草
紙 

明
治
23
・
5
）

言
文
一
致
体
を
学
ぶ
心
得
（
以
良
都
女 

明
治
23
・
6
）

文
学
小
言
（
し
が
ら
み
草
紙 

明
治
24
・
3
）

言
文
一
致
の
犠
牲
（
文
章
世
界 

明
治
40
・
10
）

〈
付
録
〉　

夏
木
立
（
批
評
）（
女
学
雑
誌 

明
治
21
・
9
）
／
胡
蝶
（
批
評
）（
内

田
魯
庵 

以
良
都
女 

明
治
22
・
2
）
／
山
田
美
妙
の
こ
と
（
石
橋
思
案 

早

稲
田
文
学 

大
正
4
・
7
）
／
「
い
ら
つ
め
」
と
言
文
一
致
（
中
川
小
十
郎 

美
妙
選
集
・
上 

昭
和
10
・
10
）

〈
山
田
美
妙
作
品
年
表
〉

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉

第
1
巻　

総
目
次
＋
総
索
引

第
1
巻
「
総
目
次
＋
総
索
引
」
は

全
18
巻
へ
の「
道
し
る
べ
」

分
散
す
る
厖
大
な
資
料
か
ら
、
書
名
・
タ
イ
ト

ル
に
隠
れ
た
主
題
・
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
索
で
き

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
研
究
に
至
便
な
索
引
！

＊
項
目
は
、
書
名
・
記
事
名
か
ら
で
は
推
測
し
に
く
い
〈
内
容
〉

を
採
っ
た
重
要
キ
ー
ワ
ー
ド
索
引
。
し
か
も
、
索
引
語
彙
の
指

示
ペ
ー
ジ
に
留
め
ず
、
出
典
と
な
る
執
筆
者
・
書
名
・
記
事
名
・

発
表
年
月
日
を
併
記
し
た
〈
使
え
る
〉
索
引
で
す
。

「
事
項
索
引
」
よ
り

【
第
2
巻
の
巻
頭
を
飾
る
資
料
】

＊第１巻と別巻は、研究を次へ進める発想開発の有力
なツールです。ぜひお手元にお揃えください。

●
第
1
巻
内
容

総
目
次

総
索
引
（
第
2
～
18
巻
統
合
索
引
）

①
執
筆
者
索
引
（
付 

生
没
年
・
主
要
著
作
）

②
人
名
索
引

③
書
名
・
作
品
名
索
引

④
事
項
索
引
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●
第
2
巻
内
容
（
抄
）

嘲
戒
小
説
天
狗
（
我
楽
多
文
庫 

明
治
19
・
11
～
20
・
7
）

花
の
茨
、茨
の
花
―
骨
ハ
独
逸
肉
ハ
美
妙
（
我
楽
多
文
庫
ほ
か 

明
治
20
・
6

～
21
・
8
）

風
琴
調
一
節
（
以
良
都
女 

明
治
20
・
7
～
9
）

ふ
く
さ
づ
ゝ
み
（
以
良
都
女 

明
治
20
・
10
～
21
・
2
）

武
蔵
野
（
読
売
新
聞
他 

明
治
20
・
11
～
21
・
8
）

言
文
一
致
論
概
略
（
学
海
之
指
針 

明
治
21
・
2
～
3
）

空
行
く
月
（
以
良
都
女 

明
治
21
・
3
～
22
・
1
）

正
本
は
む
れ
ッ
と
―
城
門
幽
霊
出
現
の
場
他
（
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
作 

以
良

都
女 

明
治
21
・
5
～
9
）

情
詩
人
（
我
楽
多
文
庫 

明
治
21
・
5
～
11
）

日
本
俗
語
文
法
論
の
内
（
学
海
之
指
針 

明
治
22
・
1
）

胡
蝶
（
国
民
之
友 

明
治
22
・
1
）

胡
蝶
の
挿
絵
に
就
て
（
新
年
小
説 

明
治
22
・
2
）

国
民
之
友
小
説
評
（
依
田
学
海 

新
年
小
説 

同
）

胡
蝶
及
び
胡
蝶
の
図
に
就
き
学
海
先
生
と
漣
山
人
と
の
評
（
新
年
小
説 

同
）

強
く
な
り
た
が
る
猫
の
話
（
女
学
雑
誌 

明
治
22
・
1
）

言
文
一
致
小
言
（
文 

明
治
22
・
4
）

あ
る
の
ん
物
語
（
ラ
イ
ヴ
ス
作 

女
学
雑
誌 

明
治
22
・
5
）

紅
葉
山
人
の
や
ま
と
昭
君
細
評
（
以
良
都
女 

明
治
22
・
9
）

女
子
用
文
章
独
学
び
（
以
良
都
女 

明
治
22
・
11
～
12
）

普
通
語
「
あ
る
」
の
意
味
（
以
良
都
女 

明
治
22
・
12
）

文
章
符
号
の
解
釈
（
以
良
都
女 

明
治
22
・
12
）

文
と
語
調
と
の
関
係
（
以
良
都
女 

明
治
22
・
12
～
23
・
1
）

日
本
韻
文
に
つ
い
て
学
者
が
工
夫
す
べ
き
箇
条

　
（
以
良
都
女 

明
治
23
・
1
）

吾
々
の
言
文
一
致
体
（
し
が
ら
み
草
紙 

明
治
23
・
5
）

言
文
一
致
体
を
学
ぶ
心
得
（
以
良
都
女 

明
治
23
・
6
）

文
学
小
言
（
し
が
ら
み
草
紙 

明
治
24
・
3
）

言
文
一
致
の
犠
牲
（
文
章
世
界 

明
治
40
・
10
）

〈
付
録
〉　

夏
木
立
（
批
評
）（
女
学
雑
誌 

明
治
21
・
9
）
／
胡
蝶
（
批
評
）（
内

田
魯
庵 

以
良
都
女 

明
治
22
・
2
）
／
山
田
美
妙
の
こ
と
（
石
橋
思
案 

早

稲
田
文
学 

大
正
4
・
7
）
／
「
い
ら
つ
め
」
と
言
文
一
致
（
中
川
小
十
郎 

美
妙
選
集
・
上 

昭
和
10
・
10
）

〈
山
田
美
妙
作
品
年
表
〉

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉［
文
体
編
］

第
2
巻　

挑
戦
す
る
文
体
・
山
田
美
妙
集

＊本資料集では、原資料のページ・レイアウトを再現す
るのに努めています（新聞資料は２段組に統一編集）。本文体裁

原寸見本
・判型 B5判（182 × 257㍉）

（本内容見本に掲載の見本頁は下の原寸見本を除き、原則として縮小です。）

＊資料復刻は新聞雑誌「初出」掲載の形なので、時代の雰囲気が伝わってきます（後続諸版では味わえません）。
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●
第
3
巻
内
容
（
抄
）

通
俗
虚
無
党
形
気
（
近
刊
予
告
文
）
（
鍛
鉄
場
主 

明
治
19
・
5
）

浮
雲
―
第
一
編
～
第
三
編
19
回
（
金
港
堂 

明
治
20
・
6
～
都
の
花 

22
・
8
）

あ
い
び
き
（
国
民
之
友 
明
治
21
・
7
）

あ
ひ
ゞ
き
（
改
訳
）（
片
恋 

明
治
29
・
11
）

め
ぐ
り
あ
ひ
（
都
の
花 

明
治
21
・
10
）

奇
遇
（「
め
ぐ
り
あ
ひ
」
改
題
）（
片
恋 
明
治
29
・
11
）

小
説
文
体
意
見
（
文
芸
倶
楽
部 

明
治
31
・
3
）

余
が
言
文
一
致
の
由
来
（
文
章
世
界 

明
治
39
・
5
）

写
生
文
に
就
い
て
の
工
夫
（
同 

明
治
40
・
3
）

私
は
懐
疑
派
だ
（
同 

明
治
41
・
2
）

〈
付
録
〉　

新
編
浮
雲
（
批
評
）（
以
良
都
女 

明
治
21
）／
諸
家
文
章
短
評
（
田

山
花
袋 

文
章
世
界 

明
治
40
・
1
）
／
故
二
葉
亭
子
の
性
行
（
坪
内
逍
遥 

太
陽 

明
治
42
・
6
）
／
二
葉
亭
君
の
性
情
（
嵯
峨
の
屋
お
む
ろ 
同 
同
）

〈
二
葉
亭
四
迷
作
品
年
表
〉

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉［
文
体
編
］

第
3
巻　

懐
疑
す
る
文
体
・
二
葉
亭
四
迷
集

〈付録〉より　＊各作家の作品・著述のみならず関連資料を「付録」
として丹念に集めているのも本集成の特色です。
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●
第
4
巻
内
容
（
抄
）

薄
命
の
す
ゞ
子
（
大
和
錦 

明
治
21
・
12
～
22
・
3
）

初
恋
（
都
の
花 

明
治
22
・
1
）

く
さ
れ
た
ま
ご
（
同 

明
治
22
・
2
）

野
末
の
菊
（
同 

明
治
22
・
7
～
10
）

小
説
家
の
責
任
（
し
が
ら
み
草
紙 

明
治
22
・
11
）

婿
え
ら
び
（
都
の
花 

明
治
23
・
1
）

画
と
き
（
国
民
新
聞
23
・
2
～
3
）

母
と
小
児
と
遇
ッ
時
（
同 

明
治
23
・
3
）

旅
人
（
都
の
花 

明
治
23
・
10
～
12
）

あ
ぶ
な
い
も
の
（
同 

明
治
25
・
4
～
6
）

黄
八
幡
（
同 

明
治
25
・
11
）

け
ふ
此
頃
（
同 

明
治
26
・
1
）

露
国
文
学
一
班
（
し
が
ら
み
草
紙 

明
治
26
・
4
）

春
廼
屋
主
人
の
周
囲
（
早
稲
田
文
学 

大
正
14
・
6
）

〈
嵯
峨
の
や
お
む
ろ
作
品
年
表
〉

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉［
文
体
編
］

第
4
巻　

理
想
の
文
体
・
嵯
峨
の
や
お
む
ろ
集

（薄命のすゞ子　明治 21 年 12 月 1 日）

（小説家の責任　明治 22 年 11 月 25 日）

（
露
国
文
学
一
斑　

明
治
26
年
4
月
25
日
）

〈
嵯
峨
の
や
お
む
ろ
作
品
年
表
〉
よ
り

＊
現
物
確
認
に
よ
り
掲
載
年
月
日
ま
で
明
ら
か
に
す
る
、

現
在
望
み
う
る
最
良
の
翻
訳
作
品
書
誌
（
他
の
第
２
・

３
・
６
巻
も
同
様
）［
新
組
］
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●
第
5
巻
内
容

「
二
人
比
丘
尼
色
懺
悔
」作
者
曰（
吉
岡
書
籍
店 

明
治
22
・
4
）

恋
山
賊
（
ゾ
ラ
作 

文
庫 
明
治
22
・
10
）

二
人
女
房
（
都
の
花 

明
治
24
・
8
～
25
・
12
）

二
人
女
房
（
改
訳
）（
太
陽 

明
治
30
・
6
）

隣
の
女
（
読
売
新
聞 

明
治
26
・
8
～
）

紫
（
同 

明
治
27
・
1
～
）

青
葡
萄
（
同 

明
治
28
・
9
～
）

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉［
文
体
編
］

第
5
巻　

苦
渋
す
る
文
体
・
尾
崎
紅
葉
集
①↓左の改訳

（
二
人
女
房　

明
治
24
年
8
月
2
日
）

（明治 30 年 6 月 15 日）

（恋山賊　ゾラ作　明治 22 年 10 月 18 日）

＊改訳の跡は訳者の《翻訳》との格闘の
様子を、同時に近代日本語の形成過程
を見せます。
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●
第
6
巻
内
容
（
抄
）

多
情
多
恨
（
前
編
）（
読
売
新
聞 

明
治
29
・
2
～
）

多
情
多
恨
（
後
編
）（
同 

明
治
29
・
9
～
）

〈
付
録
〉　

流
行
言
葉（
貴
女
之
友 

明
治
21
・
6
）／
社
幹

美
妙
斎
著
夏
木
立
（
我
楽
多
文
庫 

明
治
21
・
9
）／
恋

山
賊
を
評
す
（
幸
田
露
伴 

初
時
雨 

明
治
22
・
12
）／

二
人
女
房
中
編
細
評
（
学
海
居
士 

都
の
花 

明
治
25
・

8
）
／
言
文
一
致
と
擬
古
文
（
教
育
公
報 

明
治
33
・

12
）
／
金
色
夜
叉
上
中
下
篇
合
評
（
芸
文 

明
治
35
・

8
）
／
文
勲
の
意
義
を
論
じ
て
紅
葉
氏
に
及
ぶ
（
後

藤
宙
外 

新
小
説 

明
治
36
・
7
）
／
紅
葉
山
人
の
文
章

観
（
小
烏 

新
潮 

明
治
37
・
8
）
／
隠
形
術
（
紅
葉
遺

文 

美
江
寺
43
・
1
）
／
言
文
一
致
の
揺
籃
時
代
（
紅

葉
の
「
読
者
評
判
記
」）（
斎
藤
昌
三 

早
稲
田
文
学 

昭

和
2
・
4
）

〈
尾
崎
紅
葉
作
品
年
表
〉

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉［
文
体
編
］

第
6
巻　

苦
渋
す
る
文
体
・
尾
崎
紅
葉
集
②

（
多
情
多
恨
・
前　

明
治
29
年
3
月
5
日
）

（多情多恨・後　明治 29 年 9 月 13 日）

〈付録〉より　（明治 25 年 8 月 7 日）

〈
付
録
〉
よ
り　
（
明
治
43
年
1
月
1
日
）
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●
第
7
巻
内
容

罪
と
罰
（
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
作
、
内
田
魯
庵
訳
）

巻
之
一
（
内
田
芳
兵
衛 

明
治
25
・
11
）

巻
之
二
（
内
田
芳
兵
衛 
明
治
26
・
2
）

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉［
文
体
編
］

第
7
巻　

言
文
一
致
作
品
集
①

（
巻
之
二　

明
治
26
年
2
月
25
日
）
巻
末
批
評
1
～
2
頁

（
巻
之
一　

明
治
25
年
11
月
10
日
）

（巻之二　明治 26 年 2 月 25 日）
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●
第
8
巻
内
容

黒
猫
（
ポ
ー
作
、饗
庭
篁
村
訳 

読
売
新
聞 

明
治
20
・
11
）

緑
葉
の
歎
（
ド
ー
デ
ー
作
、森
鴎
外
・
三
木
竹
二
訳 

同 

明
治
22
・
2
）

玉
を
懐
て
罪
あ
り
（
ホ
フ
マ
ン
作
、同
訳 

同 

明
治
22
・
3
）

酒
鬼
（
ゾ
ラ
作
、
内
田
魯
庵
訳 

女
学
雑
誌 

明
治
22
・
5
）

妹
背
貝
（
巌
谷
小
波
作 

吉
岡
書
籍
店 

明
治
22
・
8
）

洪
水
（
ハ
ー
ト
作
、森
鴎
外
訳 

し
が
ら
み
草
紙 

明
治
22
）

忘
れ
形
見
（
プ
ロ
ク
タ
ー
作
、若
松
賤
子
訳 

女
学
雑
誌 

明
治
23
・
1
）

行
路
難
・
上
（
デ
ィ
ケ
ン
ズ
作
、
須
藤
南
翠
訳 

春
陽
堂 

明
治
23
・
4
）

黒
頭
巾
（
デ
ィ
ケ
ン
ズ
作
、内
田
魯
庵
訳 

国
民
之
友 

明
治
24
・
9
）

極
楽
園
（
ア
ン
デ
ル
セ
ン
作
、巌
谷
小
波
訳 

幼
年
雑
誌 

明
治
25
・
3
）

大
洪
水
（
ゾ
ラ
作
、松
居
松
葉
訳 

国
民
新
聞 

明
治
25
）

牢
帰
り
（
デ
ィ
ケ
ン
ズ
作
、森
田
思
軒
訳 

家
庭
雑
誌 

明
治
29
・
8
）

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉［
文
体
編
］

第
8
巻　

言
文
一
致
作
品
集
②

（牢帰り　ディケンズ作　森田思軒訳　明治 29 年 8 月 10 日）

（忘れ形見　プロクター作　若松賤子訳　明治 23 年 1 月 1 日）
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●
第
10
巻
内
容

格
賢
勃
斯
英
文
典
直
訳
（
大
学
南
校
版 

明
治
3
・
5
）

ピ
ネ
ヲ
氏
英
文
典
直
訳
（
慶
応
義
塾
読
本 

明
治
3
・
5
）

●
第
9
巻
内
容

あ
ゆ
ひ
抄
（
安
永
2
年
6
月
）

唐
詩
選
解
（
天
明
4
年
10
月
）

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉［
史
料
編
］

第
9
巻　

近
代
日
本
語
形
成
資
料
刊
本
の
部

江
戸
期

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉［
史
料
編
］

第
10
巻　

近
代
日
本
語
形
成
資
料
刊
本
の
部

明
治
期
①

（あゆひ抄）
（唐詩選解）

（格賢勃斯英文典直訳）

（ピネヲ氏英文典直訳）

［
史
料
編
］（第
9
～
13
巻
）

幕
末
か
ら
明
治
を
〈
和
・
漢
・
外
〉
の
視
点

か
ら
再
検
証
し
、近
代
日
本
語
が
「
形
成
」

さ
れ
る
現
場
を
史
料
で
追
う
。

　〈
日
本
語
・
国
語
・
言
語
・
翻
訳
〉
論
の

新
し
い
地
平
が
こ
こ
か
ら
開
か
れ
る
。
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●
第
11
巻
内
容
（
抄
）

国
字
国
文
改
良
建
議
書
（
前
島
密
）

慶
応
年
中
漢
字
御
廃
止
の
儀
に
付
き
慶
喜
公
に
上
る
書

（
慶
応
2
・
12
）
／
国
文
教
育
之
儀
ニ
付
建
議
（
明
治

2
）
／
興
国
文
廃
漢
字
議
（
明
治
6
）
／
学
制
御
施
行

ニ
先
タ
チ
国
字
改
良
相
成
度
卑
見
内
申
書
（
明
治
6
）

真
政
大
意
（
加
藤
弘
之 

谷
山
楼 

明
治
3
・
7
）

文
字
之
教
附
録
手
紙
之
文
（
福
沢
諭
吉 

明
治
6
・
11
）

も
の
わ
り
の
は
し
ご
（
ト
マ
ス
テ
イ
ト
著
、清
水
卯
三
郎

訳 

み
ず
ほ
や 

明
治
7
・
1
）

民
権
自
由
論
（
植
木
枝
盛 

集
文
堂 

明
治
12
・
4
）

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉［
史
料
編
］

第
11
巻　

近
代
日
本
語
形
成
資
料
刊
本
の
部

明
治
期
②

（
も
の
わ
り
の
は
し
ご　

ト
マ
ス
テ
イ
ト
著

　

清
水
卯
三
郎
訳
）

民権自由論（植木枝盛）



14

●
第
12
巻
内
容

こ
と
ば
の
写
真
法
・
一
名
筆
記
学
階
梯
（
丸
山
平
次
郎 

森

平
兵
衛 

明
治
18
・
11
）

日
本
文
体
文
字
新
論
（
矢
野
文
雄 

報
知
社 

明
治
19
・
3
）

日
本
新
字
発
明
（
小
島
一
騰 
九
春
社 

明
治
20
・
4
）

日
本
普
通
文
如
何
（
新
保
磐
次 
金
港
堂 

明
治
20
・
6
）

日
本
読
本
（
新
保
磐
次 

金
港
堂 

明
治
20
・
12
）

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉［
史
料
編
］

第
12
巻　

近
代
日
本
語
形
成
資
料
刊
本
の
部

明
治
期
③

（
こ
と
ば
の
写
真
法
・
一
名
筆
記
学
階
梯　

丸
山
平
次
郎
）

（日本文体文字新論　矢野文雄）

（日本普通文如何　新保磐次）

■
言
文
一
致
・
文
体
・
文
語
・
口
語
・
文
章
・
漢
文
・
候
文
・
写
生
文
・
韻
文
・

古
文
・
叙
事
・
表
現
・
語
調
・
リ
ズ
ム
・
語
彙
・
文
脈
・
語
順
・
会
話
・
敬
語
・

冗
長
・
簡
潔
・
漢
語
・
和
語
・
片
仮
名
・
ロ
ー
マ
字
・
外
来
語
・
文
法
・
主

語
・
品
詞
・
語
尾
・
文
末
・
表
記
・
文
字
・
漢
字
・
国
字
・
仮
名
遣
い
・
音
韻
・

修
辞
・
論
理
・
記
号
・
外
国
語
・
世
界
語（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
）

■
文
学
・
小
説
・
戯
曲
・
演
劇
・
古
典
・
詩
歌
・
漢
詩
・
作
文

■
新
聞
・
雑
誌
・
辞
書
・
教
科
書
・
報
道
・
出
版
・
演
説
・
弁
論
・
議
論
・
速
記
・

国
語（
言
語
）政
策
・
国
家
・
国
民

■
歴
史
・
思
想
・
哲
学
・
教
育
・
心
理
学
・
比
較
文
化

本〈資料集成〉の
“射程”は

広大無辺！



15

●
第
13
巻
内
容
（
抄
）

言
文
一
致
（
物
集
高
見 

平
尾
鍗
蔵 

明
治
19
・
3
）

言
文
一
致
（
言
文
一
致
研
究
会 

吉
岡
書
店 

明
治

34
・
10
）

言
文
一
致
論
集
（
言
文
一
致
会 

明
治
35
・
5
）

開
会
の
趣
旨
（
坪
井
正
五
郎
）
／
言
文
一
致

に
就
い
て
（
菊
池
大
麓
）
／
言
と
文
（
坪
井

正
五
郎
）
／
言
文
一
致
に
就
い
て
（
井
上
哲

次
郎
）
／
言
文
一
致
に
就
い
て
（
加
藤
弘
之
）

／
言
文
一
致
の
賛
成
に
就
い
て
（
新
渡
戸
稲

造
）
／
言
文
一
致
を
要
す
る
歴
史
的
原
因
（
白

鳥
庫
吉
）
／
衛
生
上
国
体
上
か
ら
言
文
一
致

の
必
要
を
論
ず
（
井
上
豊
太
郎
）
／
百
年
の

大
計
（
岡
部
精
一
）
／
経
済
上
よ
り
言
文
一

致
を
観
察
す
（
前
島
密
）
／
日
本
支
那
同
文

国
な
ら
ず
（
大
槻
文
彦
）

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉［
史
料
編
］

第
13
巻　

近
代
日
本
語
形
成
資
料
刊
本
の
部

明
治
期
④

（
言
文
一
致
論
集　

附
・
言
文
一
致
会
の
会
誌
）
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●
第
14
巻
内
容
（
抄
）

洋
字
ヲ
以
テ
国
語
ヲ
書
ス
ル
ノ
論
（
西
周 

明
六
雑
誌 

明
治

7
・
3
）

西
先
生
ノ
改
文
字
論
ヲ
再
三
熟
読
ス
ル
（
西
村
茂
樹 

同
）

平
仮
名
ノ
説
（
清
水
卯
三
郎 
同 
明
治
7
・
5
）

府
県
布
告
（
読
売
新
聞 

明
治
7
・
11
）

文
論
（
社
説
）
（
東
京
日
日
新
聞 

明
治
8
・
8
）

日
本
文
ヲ
制
定
ス
ル
方
法
（
渡
辺
修
次
郎 
東
京
曙
新
聞 

明

治
8
・
9
）

書
語
口
語
同
ジ
キ
ヲ
欲
ス
ル
ノ
説
（
和
田
文 

同
人
社
文
学

雑
誌 

明
治
9
・
12
）

日
本
文
典
編
輯
総
論
（
大
槻
文
彦 

朝
野
新
聞 

明
治
10
）

文
章
論
（
福
地
源
一
郎 

東
京
日
日
新
聞 

明
治
14
・
5
）

羅
馬
字
ヲ
以
テ
日
本
語
ヲ
綴
ル
ノ
説
（
矢
田
部
良
吉 

東
洋

学
芸
雑
誌 

明
治
15
・
4
）

日
本
普
通
ノ
文
ハ
仮
字
ニ
テ
日
常
説
話
ノ
儘
ニ
書
下
ス
ベ

シ
斯
ク
ス
ル
ト
キ
ハ
日
本
人
ニ
広
大
ナ
ル
益
ア
ル
コ
ト

ヲ
論
ズ
（
文
福
斎 

時
事
新
報 

明
治
15
・
6
）

文
章
ノ
格
法
ヲ
論
ズ
（
鹿
鳴
外
史 

小
学
雑
誌 

明
治
17
）

文
章
論
（
西
村
茂
樹 

東
京
学
士
会
院
雑
誌 

明
治
17
・
4
）

怪
談
牡
丹
燈
籠
序
（
若
林
玵
蔵 

牡
丹
燈
籠 

明
治
17
・
7
）

文
章
論
ヲ
読
ム
（
神
田
孝
平 

東
京
学
士
会
院
雑
誌 

明
治

17
・
10
）

日
本
開
化
の
性
質
漸
く
改
め
る
べ
か
ら
ず
（
田
口
卯
吉 

東

京
経
済
雑
誌 

明
治
17
・
11
）

東
京
語
の
通
用
（
朝
寝
坊 

自
由
燈 

明
治
18
・
6
）

意
匠
論
（
音
曲
の
部
、文
学
の
部
、工
業
の
部
、風
俗
の
部
）

（
田
口
卯
吉 

東
京
経
済
雑
誌 

明
治
18
・
8
）

小
説
文
体
一
家
言
（
坂
崎
紫
蘭 

自
由
燈 

明
治
18
・
9
）

文
章
の
改
良
（
社
説
）
（
明
治
日
報 

明
治
18
・
11
）

齊
武
名
士
経
国
美
談
後
編
自
序
（
矢
野
文
雄 

経
国
美
談 

明

治
19
・
2
）

速
記
法
ノ
コ
ト
ヲ
記
ス
（
若
林
玵
蔵 

経
国
美
談 

明
治
19
）

日
本
の
言
語
文
章
（
杉
浦
重
剛 

読
売
新
聞 

明
治
20
・
1
）

日
本
ニ
第
二
ノ
日
本
語
ヲ
作
ル
ベ
シ
（
肥
塚
龍 

学
海
之
指

針 

明
治
20
・
8
）

駁
言
文
一
致
論
（
辰
巳
小
次
郎 

同 

同
）

新
撰
点
標
用
例
（
渡
辺
修
二
郎
訳 

西
洋
女
範 

明
治
20
）

和
文
ヲ
論
ズ
（
萩
野
由
之 

東
洋
学
会
雑
誌 

明
治
20
・
12
）

国
語
ノ
本
体
並
ヒ
ニ
其
価
値
（
関
根
正
直 

東
洋
学
芸
雑
誌 

明
治
21
・
1
）

男
女
ノ
文
体
ヲ
一
ニ
ス
ル
法
（
正
続
）
（
中
川
小
十
郎
・
正

木
政
吉 

大
日
本
教
育
会
雑
誌 

明
治
21
・
3
）

言
文
一
致
（
吉
川
ひ
で 

読
売
新
聞 

明
治
22
・
3
）

言
文
一
致
と
い
ふ
こ
と
に
就
て
（
星
の
家
て
る
子 

読
売
新

聞 

明
治
22
・
3
）

明
治
今
日
の
文
章
（
中
邨
秋
香 

文
章
会
第
一
集 

明
治
22
）

日
本
文
章
会
規
約
の
緒
言
・
日
本
文
章
会
規
約
（
同
）

文
章
論
（
児
島
献
吉 

文 

明
治
22
・
3
）

偏
癖
文
章
論
者
（
花
竹
堂 

同 

同
）

今
の
小
説
界
文
派
（
Ｍ
・
Ｍ 

同 

明
治
22
・
12
）

言
文
論
（
森
鴎
外 

し
が
ら
み
草
紙 

明
治
23
・
4
）

今
年
初
半
文
学
界
（
小
説
界
の
）
風
潮
（
坪
内
逍
遥 

読
売

新
聞 

明
治
23
・
8
）

文
則
発
行
の
主
旨
（
文
則 

明
治
23
・
10
）

言
文
一
致
は
昔
か
ら
あ
る
（
五
々
生 

女
学
雑
誌 

明
治
23
）

文
体
の
一
致
を
論
ず
（
大
和
田
建
樹 

国
会 

明
治
24
・
9
）

文
体
の
紛
乱
（
坪
内
逍
遥 

早
稲
田
文
学 

明
治
24
・
10
）

『
小
公
子
』
を
読
む
（
森
田
思
軒 

郵
便
報
知
新
聞 

明
治
24
・
11
）

翻
訳
す
べ
き
外
国
文
学
（
坪
内
逍
遥 

早
稲
田
文
学 

明
治

24
・
11
）

訳
本
「
罪
と
罰
」
（
森
田
思
軒 
国
会 

明
治
24
・
12
）

欧
文
直
訳
並
に
訓
点
（
坪
内
逍
遥 
早
稲
田
文
学 

明
治
24
）

罪
と
罰
（
内
田
魯
庵
訳
）（
北
村
透
谷 
女
学
雑
誌 

明
治
25
・
12
）

普
通
文
論
（
早
稲
田
文
学 

明
治
26
・
5
）

小
説
「
罪
と
罰
」（
巻
の
二
）（
坪
内
逍
遥 
早
稲
田
文
学 

明

治
26
・
6
）

適
堂
生
に
謝
し
併
せ
て
我
が
翻
訳
に
於
け
る
経
験
及
び
一

家
言
を
述
ぶ
（
内
田
魯
庵 

読
売
新
聞 

明
治
26
・
10
）

書
簡
文
体
は
匡
正
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
（
中
邨
秋
香 

太
陽 

明

治
27
・
12
）

標
準
語
に
就
き
て
（
上
田
万
年 

帝
国
文
学 

明
治
28
・
1
）

国
文
脈
（
帝
国
文
学 

明
治
28
・
5
）

新
領
土
の
言
語
（
同 

同
）

新
国
字
論
（
岡
倉
由
三
郎 

帝
国
文
学 

明
治
28
・
8
）

文
学
論
並
文
体
論
（
六
合
雑
誌 

明
治
28
・
6
）

漢
字
の
利
害
一
斑
（
同 

明
治
28
・
8
）

小
説
文
体
の
変
遷
（
早
稲
田
文
学 

明
治
29
・
10
）

江
戸
人
士
と
小
説
家
（
同 

明
治
30
・
2
）

時
文
の
句
読
法
（
同 

明
治
30
・
4
）

言
文
一
致
に
つ
き
て
（
雑
報
）（
帝
国
文
学 

明
治
30
・
7
）

朦
朧
の
文
体
（
雑
報
）
（
同 

明
治
30
・
11
）

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉［
史
料
編
］

第
14
巻　

近
代
日
本
語
形
成
資
料
新
聞
雑
誌

の
部
①

（
文
章
論　

福
地
源
一
郎　

明
治
14
年
5
月
23
日
）

怪談牡丹燈籠序（若林玵蔵　明治 17 年 7 月）

計
90
件
収
録

＊復刻は新聞雑誌「初出」掲載の形。
　多くはここでしか読めない資料です。
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（明治 22 年 3 月 30 日）

（
言
文
論　

森
鴎
外　

明
治
23
年
4
月
25
日
）

（明治 28 年 1 月 10 日）

（明治 28 年 8 月 10 日）

（早稲田文学　明治 30 年 2 月 1 日）
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●
第
15
巻
内
容
（
抄
）

小
説
文
体
と
新
派
作
家
（
早
稲
田
文
学 

明
治
31
・
2
）

小
説
の
諸
文
体
の
得
失
（
大
町
桂
月 

文
芸
倶
楽
部 

明
治
31
・
4
）

雅
俗
折
衷
体
（
佐
藤
迷
羊 
早
稲
田
文
学 

明
治
31
・
5
）

小
説
の
文
体
に
就
て
（
島
村
抱
月 
読
売
新
聞 

明
治
31
）

言
文
の
接
近
に
就
い
て
（
後
藤
宙
外 
大
阪
毎
日
新
聞 

明
治
34
・
3
）

支
那
人
の
言
文
一
致
（
読
売
新
聞 

明
治
34
・
6
）

地
方
官
及
視
学
官
会
議
と
言
文
一
致
―
菊
池
文
相
に
望
む
（
同 

明

治
34
・
7
）

文
学
の
戦
国
時
代
（
中
江
兆
民 

一
年
有
半 

明
治
34
・
9
）

言
文
一
致
（
福
地
源
一
郎 

日
出
国
新
聞 

明
治
34
・
10
）

言
文
一
致
の
現
在
及
招
来
（
鴨
脚
克
己 

教
育
時
論 

明
治
34
・
11
）

言
文
一
致
の
実
行
に
就
て
（
報
知
新
聞 

明
治
35
・
4
）

新
国
字
を
紹
介
す
―
自
由
仮
名
の
創
案
（
同 

明
治
35
・
11
）

言
文
一
致
の
不
可
能
（
物
集
高
見 

読
売
新
聞 

明
治
35
）

国
定
教
科
書
問
題
と
文
体
統
一
論
と
（
堀
江
秀
雄 

国
文
学 

明
治

36
・
3
）

言
文
一
致
に
関
す
る
余
の
経
験
（
巌
谷
小
波 

新
公
論 

明
治
37
・
5
）

官
府
文
と
国
語
問
題
（
山
田
信
次 

国
文
学 

明
治
38
・
12
）

日
本
語
の
世
界
的
地
位
（
堀
江
秀
雄 

同 

同
）

言
文
一
致
に
つ
き
て
（
文
章
世
界 

明
治
39
・
5
）

理
想
的
言
語
を
作
れ
語
れ
（
幸
田
露
伴
）
／
言
文
一
致
の
二
大

欠
点
（
白
鳥
庫
吉
）
／
漢
文
の
羈
絆
を
脱
せ
よ
（
芳
賀
矢
一
）
／

言
文
一
致
は
果
し
て
冗
長
か
（
上
田
万
年
）
／
先
づ
言
語
を
改

良
せ
よ
（
徳
富
蘇
峰
）
／
談
何
ぞ
容
易
な
ら
む
や
（
大
槻
文
彦
）

／
如
何
に
せ
ば
完
全
と
な
る
か
（
下
田
歌
子
）
／
言
文
一
致
の

二
流
派
（
島
崎
藤
村
）

実
用
的
文
章
に
つ
い
て
（
桑
木
厳
翼 

文
章
世
界 

明
治
39
）

文
章
の
極
致
（
大
町
桂
月 

同 

同
）

国
文
に
及
ぼ
せ
る
英
語
の
感
化
（
磯
部
弥
一
郎 

同 

明
治
39
・
10
）

羅
馬
字
論
所
感
（
金
子
保
野 

中
学
世
界 

明
治
40
・
1
）

国
運
の
推
移
と
文
章
の
将
来
（
白
鳥
庫
吉 

文
章
世
界 

明
治
40
・
1
）

交
友
社
会
と
文
章
（
竹
越
三
叉 

同 

同
）

明
治
の
翻
訳
家
（
春
汀
散
士 

同 

同
）

言
と
文
（
鎌
田
栄
吉 

文
章
世
界 

明
治
40
・
2
）

局
外
よ
り
見
た
る
文
章
（
前
島
密 

同 

同
）

文
章
上
よ
り
見
た
る
中
村
敬
宇
先
生
（
増
田
藤
乃
助 

同
）

写
生
と
写
生
文
（
文
章
世
界 

明
治
40
・
3
）

写
生
文
の
由
来
と
そ
の
意
義
（
高
浜
虚
子
）
／
写
生
と
論
文
（
柳

田
国
男
）
／
写
生
文
の
妙
趣
（
長
谷
川
天
渓
）
／
写
生
雑
感
（
島

崎
藤
村
）
／
写
生
の
方
法
と
そ
の
価
値
（
黒
田
清
輝
）

ほ
と
ゝ
ぎ
す
派
の
文
人
（
Ｘ
Ｙ
Ｚ 

文
章
世
界 

明
治
40
）

過
去
廿
年
間
の
文
章
の
変
遷
（
同 

同 

明
治
40
・
6
）

論
文
体
の
文
章
（
金
子
筑
水 

同 

明
治
40
・
7
）

歴
史
小
説
の
文
章
（
塚
原
渋
柿 

同 

明
治
40
・
10
）

言
語
と
文
章
（
藤
岡
勝
二 

同 

明
治
40
・
10
）

今
の
紀
行
文
家
・
合
評
（
天
弦
・
葉
舟
・
孤
雁
・
木
城 

同 

明
治
40
・

11
）

写
生
文
界
の
転
化
（
高
浜
虚
子 

同 

明
治
40
・
12
）

予
が
文
章
上
の
経
歴
（
小
栗
風
葉 

同 

明
治
41
・
1
）

小
説
の
文
章
の
新
味
（
片
山
天
弦 

同 

同
）

翻
訳
の
苦
心
（
幸
徳
秋
水 

同 

明
治
41
・
3
）

言
文
一
致
以
外
の
文
章
を
学
ぶ
要
あ
り
や
（
明
治
41
・
11
）

　

言
文
一
致
は
低
趣
味
だ
（
井
上
哲
次
郎
）
／
読
む
必
要
は
あ
る

（
巌
谷
小
波
）
／
必
要
が
な
い
と
断
言
す
る
（
上
田
万
年
）
／

必
要
が
あ
る
と
思
ふ
（
芳
賀
矢
一
）
／
古
来
の
名
文
は
皆
言
文

一
致
だ
（
山
路
愛
山
）

写
生
文
派
が
先
覚
者
（
高
浜
虚
子 

文
章
世
界 

明
治
41
）

文
体
に
つ
い
て
（
文
章
世
界 

明
治
42
・
1
）

　

型
を
破
る
こ
と
（
小
杉
天
外
）
／
囚
は
れ
ざ
る
文
体
（
島
村
抱

月
）
／
文
章
と
型
（
田
山
花
袋
）
／
わ
が
文
体
の
回
顧
（
大
町

桂
月
）

予
が
翻
訳
の
態
度
（
文
章
世
界　

明
治
42
・
10
）

　
『
即
興
詩
人
』
時
代
と
現
時
の
翻
訳
（
森
鴎
外
）
／
言
文
の
印
象

と
訳
文
の
趣
致
（
内
田
魯
庵
）
／
語
学
の
精
確
と
原
作
の
味
ひ

（
戸
川
秋
骨
）
／
補
助
智
識
の
必
要
（
昇
曙
夢
）
／
訳
文
独
特

の
味
ひ
（
草
野
柴
二
）
／
語
学
本
位
と
気
分
本
位
（
相
馬
御
風
）

／
忠
実
に
し
て
而
し
て
自
由
な
る
翻
訳
（
千
葉
掬
香
）

翻
訳
か
ら
受
け
た
感
化
（
文
章
世
界 

明
治
43
・
8
）

　

翻
訳
文
と
文
章
の
進
歩
発
展
（
内
田
魯
庵
）
／
翻
訳
文
か
ら
私

の
受
け
た
利
益
（
小
山
内
薫
）
／
翻
訳
物
と
私
の
文
章
（
森
田

草
平
）
／
大
家
の
翻
訳
よ
り
は
若
い
人
の
翻
訳
（
徳
田
秋
声
）

新
文
章
論
（
島
村
抱
月 

文
章
世
界 

明
治
44
・
4
）

吾
人
は
如
何
な
る
文
章
を
学
ぶ
可
き
か
（
五
十
嵐
力 

同
）

真
に
文
章
を
学
ば
ん
と
す
る
者
に
（
内
田
魯
庵 

同 

明
治
44
・
7
）

新
発
想
論
（
岩
野
泡
鳴 

同 

同
）

文
章
教
育
の
必
要
（
内
海
月
杖 

同 

明
治
44
・
8
）

文
章
よ
り
見
た
る
現
代
の
小
説
（
田
山
花
袋 

同 

明
治
44
）

現
今
の
国
字
問
題
に
就
て
（
井
上
哲
次
郎 

東
亜
之
光 

大
正
1
・
8
）

小
学
校
の
文
章
（
沢
柳
政
太
郎 

大
正
3
・
9
）

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉［
史
料
編
］

第
15
巻　

近
代
日
本
語
形
成
資
料
新
聞
雑
誌

の
部
②

（
明
治
31
年
5
月
9
日
）

（明治 42 年 10 月 15 日）

計
104
件
収
録
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（
中
江
兆
民　

明
治
34
年
9
月
3
日
）

（
明
治
40
年
12
月
15
日
）

（
明
治
43
年
8
月
15
日
）

（明治 36 年 3 月 10 日）



20

●
第
16
巻
内
容
（
抄
）

内
地
旅
行
（
西
周 
明
六
雑
誌 

明
治
7
・
12
）

想
像
鎖
国
説
（
杉
亨
二 
同 
明
治
8
・
4
）

演
説
集
誌（
民
間
小
学
）（
青
木
輔
清 

明
治
11
・
4
～
12
・
6
）

徴
兵
の
事
／
文
明
開
化
の
事
／
演
説
者
の
心
得
／
地
租

減
税
の
御
旨
意
／
身
を
修
め
家
を
斉
へ
る
事
／
古
来
兵

制
沿
革
の
論
／
姓
名
の
原
因
を
論
す
／
外
国
交
際
の
利

害
論
／
日
本
に
完
全
の
歴
史
な
き
論
／
開
化
の
日
本
魂

／
学
問
と
実
業
と
密
付
せ
ざ
る
論
／
男
女
同
等
に
し
て

同
権
に
あ
ら
ざ
る
論
／
教
育
は
幼
稚
の
時
に
限
る
の
説

日
本
傍
聴
筆
記
法
の
は
な
し
（
源
綱
紀 

東
洋
学
芸
雑
誌 

明
治
18
・
3
）

男
尊
女
卑
の
是
非
得
失
（
加
藤
弘
之 

東
京
学
士
会
院
雑
誌 

明
治
19
・
12
）

修
辞
の
学
を
盛
ん
に
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
（
高
田
早
苗 

読
売

新
聞 

明
治
20
・
12
）

我
は
造
物
主
あ
る
こ
と
を
信
ず
（
中
村
正
直 

演
説
美
辞
法 

明
治
20
・
12
）

明
治
法
律
学
校
に
於
て
演
説
（
箕
作
麟
祥 

同 

同
）

告
別
の
演
述
（
植
村
正
久 

女
学
雑
誌 

明
治
21
・
3
）

婦
人
の
社
交
上
に
於
け
る
勢
力
（
徳
富
猪
一
郎 

同 

明
治

21
・
6
）

天
地
万
物
皆
帰
吾
有
（
加
藤
弘
之 

東
京
学
士
会
院
雑
誌 

明
治
21
・
8
）

井
上
毅
君
演
説
筆
記
（
井
上
毅 

日
本
文
学 

明
治
21
・
12
）

女
子
教
育
の
困
難
（
矢
田
部
良
吉 

女
学
雑
誌 

明
治
22
）

政
治
及
び
社
会
改
良
に
於
け
る
英
米
婦
人
の
景
況
（
植
村

正
久 

同 

明
治
22
・
2
）

国
会
の
話
（
辰
巳
小
次
郎 

日
本
大
家
論
集 

明
治
22
・
5
）

羅
馬
字
会
ニ
於
ケ
ル
末
松
謙
澄
君
ノ
演
説
（
末
松
謙
澄 

文 

明
治
22
・
7
）

学
問
は
一
な
り
（
加
藤
弘
之 

日
本
大
家
論
集 

明
治
22
）

公
娼
の
害
（
嶋
田
三
郎 

女
学
雑
誌 

明
治
22
・
12
）

廃
娼
の
急
務
（
植
木
枝
盛 

同 

同
）

井
生
村
楼
の
学
術
演
説
会
（
尾
崎
行
雄 

国
民
新
聞 

明
治

23
・
5
）

文
章
ノ
秘
訣
（
福
地
源
一
郎 

日
本
大
家
論
集 

明
治
24
）

文
章
論
（
末
松
謙
澄 

太
陽 

明
治
30
・
3
）

言
文
一
致
に
対
す
る
意
見
（
読
売
新
聞 

明
治
34
・
5
～
8
）

　

言
文
一
致
の
必
要
に
就
て
（
梅
謙
次
郎
）
／
言
文
一
致

に
就
て
（
加
藤
弘
之
）／
言
文
一
致
の
賛
成
に
就
て
（
新

渡
戸
稲
造
）
／
言
文
の
一
致
を
要
す
る
歴
史
的
原
因

（
白
鳥
庫
吉
）
／
経
済
よ
り
言
文
一
致
を
観
察
す
（
前

島
密
）
／
衛
生
と
国
体
よ
り
言
文
一
致
の
必
要
（
井
上

豊
太
郎
）
／
言
文
一
致
の
成
立
に
就
て
（
後
藤
牧
太
）

／
言
文
一
致
に
就
き
て
（
井
上
哲
次
郎
）
／
言
文
一
致

に
就
い
て
（
菊
池
大
麓
）
／
百
年
の
大
計
（
岡
部
精
一
）

演
説
と
い
ふ
事
の
始
り
（
高
田
早
苗 
半
峰
昔
ば
な
し 

昭

和
2
・
10
）

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉［
史
料
編
］

第
16
巻　

演
説
・
記
事
論
説
集

（高田早苗　昭和 2 年 10 月）

（
明
治
22
年
1
月
6
日
）

（明治 34 年 7 月 14 日）

計
63
件
収
録
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●
第
17
巻
内
容
（
抄
）

『
国
語
改
良
異
見
』
（
自
治
館 

明
治
33
・
5
）

帝
国
教
育
会
（
国
字
国
語
国
文
の
改
良
に
関
す
る
請
願
書
）
／
前
島
密
／
徳
富

猪
一
郎
／
イ
ン
ブ
リ
ー
／
坂
正
臣
／
三
上
参
次
／
岡
倉
由
三
郎
／
ア
レ
キ
サ

ン
ド
ル
／
ラ
ー
ネ
ッ
ト
／
松
島
剛
／
加
部
巌
夫
／
林
甕
臣
（
言
文
一
致
会
主

旨
）
／
中
村
秋
香
／
田
中
秀
穂
／
棚
橋
一
郎
／
後
藤
牧
太
／
津
田
梅
子
（
戸

川
安
宅
宛
英
文
書
簡
）
／
永
井
健
子
／
南
摩
綱
紀
／
浮
田
和
民
／
岡
本
監
輔

／
ア
ル
ブ
レ
ク
ト
／
朝
比
奈
知
泉
（
日
本
今
後
の
文
字
と
文
章
）
／
井
上
円

了
／
三
並
良
／
石
川
倉
次
／
杉
浦
重
剛
／
平
井
正
俊
／
小
西
信
八
／
木
村
鷹

太
郎
／
ド
レ
パ
ー
／
清
水
卯
三
郎
（
明
治
二
十
三
年
故
森
文
相
へ
の
建
議
・
同

二
十
八
年
土
方
宮
相
へ
の
建
議
）
／
上
田
万
年
（
新
国
字
論
）
／
福
地
源
一
郎

／
内
藤
耻
叟
／
ヘ
イ
ル
／
岸
田
吟
香
／
大
槻
修
二
／
市
原
盛
宏
／
矢
野
文
雄

（
支
那
国
字
に
つ
き
て
の
説
の
大
意
）
／
大
西
克
知
（
学
生
近
視
の
一
予
防
策
）

／
西
村
茂
樹
／
中
島
力
造
／
下
田
義
天
類
／
島
田
三
郎
／
塚
越
芳
太
郎
／
森

林
太
郎
（
言
文
論
）
／
那
珂
通
世
／
末
松
謙
澄
（
日
本
文
章
論
・
抄
録
）
／
藤

岡
勝
二
／
原
敬
（
教
育
の
方
針
と
漢
字
の
節
減
）
／
岩
村
透
／
内
田
貢
／
三
宅

雄
二
郎
／
島
地
黙
雷
／
田
口
悳
／
高
楠
順
次
郎
／
岡
田
正
美
（
国
字
調
査
の
方

針
）
／
頭
本
元
貞
／
巌
谷
季
雄
／
金
子
堅
太
郎
／
箕
作
佳
吉
／
ロ
イ
ド
／
内

田
周
平
／
坪
井
正
五
郎
／
帝
国
教
育
会
（
国
字
改
良
仮
名
調
査
部
報
告
）
／
井

上
哲
次
郎
（
国
字
改
良
論
・
国
字
改
良
の
必
要
に
就
て
）
／
帝
国
議
会
（
国
字

国
語
国
文
の
改
良
に
関
す
る
貴
族
院
・
衆
議
院
の
意
見
）

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉［
史
料
編
］

第
17
巻　

国
語
改
良
異
見

計
70
件
収
録

◆本文 426 頁・附録 20頁の圧巻
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●
第
18
巻
内
容
（
抄
）

『
日
本
及
日
本
人
』（
政
教
社 

大
正
5
・
9
）

言
と
字
と
文
（
三
宅
雪
嶺
）

文
章
上
の
挙
国
一
致
（
坪
内
逍
遥
）

現
時
の
文
界
は
百
鬼
夜
行
（
池
辺
義
象
）

国
家
的
文
章
の
一
大
闕
点
（
大
内
青
巒
）

文
章
上
の
田
舎
者
（
内
田
魯
庵
）

文
章
と
は
何
乎
（
谷
本
富
）

看
読
写
作
（
内
田
周
平
）

先
づ
口
語
体
を
択
べ
（
津
村
秀
松
）

文
章
の
骨
董
的
趣
味
（
高
橋
龍
雄
）

達
意
の
文
と
美
文
（
柳
原
義
光
）

問
題
は
口
語
体
の
精
錬
（
西
田
幾
多
郎
）

我
輩
は
漢
文
育
ち
（
江
木
千
之
）

文
章
局
外
観
（
桑
木
厳
翼
）

戦
争
文
学
に
就
い
て
（
桜
井
忠
温
）

ロ
ー
マ
字
文
を
排
す
（
蜷
川
新
）

修
辞
よ
り
も
内
容
（
佐
田
愛
彦
）

吾
友
紅
葉
の
文
章
（
高
田
早
苗
）

悲
鳴
派
の
多
過
ぎ
る
文
壇
（
湯
原
元
一
）

我
邦
将
来
の
標
準
文
体
（
保
科
孝
一
）

文
章
に
助
け
ら
れ
た
儒
教
（
松
村
介
石
）

論
語
の
文
章
（
安
井
小
太
郎
）

文
章
は
国
勢
に
伴
ふ
（
牧
野
謙
次
郎
）

西
洋
文
脈
の
口
語
体
（
佐
佐
木
信
綱
）

将
来
の
文
章
は
口
語
体
（
片
山
寛
）

経
国
の
大
業
無
用
の
長
物
（
永
田
秀
次
郎
）

文
章
は
思
想
界
の
貨
幣
（
神
戸
正
雄
）

名
文
章
と
苦
心
の
痕
跡
（
関
根
正
直
）

文
章
亡
国
の
事
例
（
岡
田
朝
太
郎
）

叙
事
文
と
議
論
文
（
池
田
蘆
洲
）

人
格
に
文
材
を
盛
れ
（
高
木
壬
太
郎
）

文
章
大
観
（
干
河
岸
桜
所
）

文
章
は
娯
楽
に
あ
ら
ず
（
徳
田
秋
声
）

思
想
あ
り
て
文
章
あ
り
（
磯
辺
弥
一
郎
）

文
字
と
文
章
（
小
川
未
明
）

歴
史
と
文
章
（
猪
狩
史
山
）

我
が
文
章
観
（
入
沢
達
吉
）

言
文
一
致
文
言
一
致
（
竹
越
三
叉
）

文
体
は
統
一
を
要
せ
ず
（
萩
野
由
之
）

文
は
道
を
貫
く
の
器
（
小
久
保
喜
七
）

羅
馬
字
賛
成
論
（
左
近
義
弼
）

漢
文
体
を
根
拠
と
せ
よ
（
前
田
曙
山
）

口
語
体
の
整
理
を
望
む
（
三
輪
田
元
道
）

文
体
の
一
長
一
短
（
夏
目
漱
石
）

利
の
害
を
償
ふ
羅
馬
字
（
橋
本
青
雨
）

文
章
は
平
和
の
武
器
（
巌
谷
小
波
）

柳
子
厚
の
文
章
を
愛
す
（
田
川
大
吉
郎
）

候
文
の
廃
止
を
望
む
（
植
松
安
）

自
分
自
身
の
表
現
（
長
谷
川
如
是
閑
）

文
体
は
ど
う
定
ま
る
か
（
木
村
泰
賢
）

勝
手
次
第
の
文
字
を
使
ふ
（
杉
村
楚
人
冠
）

時
文
是
非
（
田
中
萃
一
郎
）

文
語
と
口
語
の
近
接
（
加
藤
咄
堂
）

新
聞
と
文
章
（
丸
山
侃
堂
）

霊
感
は
名
文
を
作
さ
ず
（
笹
川
臨
風
）

帝
国
の
文
章
（
後
藤
朝
太
郎
）

万
世
不
朽
の
古
典
文
学
（
前
田
越
嶺
）

口
語
体
の
文
章
と
新
聞
（
斯
波
貞
吉
）

世
界
語
抔
は
以
て
の
外
（
遠
藤
隆
吉
）

人
を
観
て
文
を
読
む
（
鳥
居
素
川
）

吾
輩
の
文
章
観
（
坪
野
平
太
郎
）

仮
名
に
つ
け
る
符
号
（
大
村
西
崖
）

生
意
の
表
現
と
し
て
の
文
章
（
高
安
月
郊
）

我
国
文
も
世
界
的
に
（
長
瀬
鳳
輔
）

因
習
に
苦
む
国
字
問
題
（
金
沢
庄
三
郎
）

日
本
文
は
長
所
多
し
（
五
来
素
川
）

文
体
は
如
何
に
統
一
せ
ら
る
ゝ
（
田
丸
卓
郎
）

新
聞
紙
論
文
体
に
統
一
（
松
井
柏
軒
）

文
章
観
愚
答
四
則
（
巌
本
善
治
）

漢
字
節
減
論
（
原
敬
）

英
語
国
と
な
ら
ん
（
相
島
勘
次
郎
）

冗
長
は
口
語
体
の
欠
点
（
田
中
次
郎
）

人
を
動
か
す
文
章
（
高
嶋
米
峯
）

文
章
と
国
民
的
自
覚
（
志
田
義
秀
）

先
づ
口
語
統
一
と
純
化
（
成
瀬
無
極
）

人
格
即
文
章
（
山
田
三
良
）

真
剣
の
文
章
を
愛
す
（
下
田
次
郎
）

文
章
に
苦
心
が
要
る
か
（
坂
本
四
方
太
）

経
国
の
大
業
（
木
村
鷹
太
郎
）

文
章
の
要
は
真
実
と
平
易
（
堺
利
彦
）

予
の
慣
用
す
る
作
文
法
（
白
河
鯉
洋
）

新
聞
記
者
と
し
て
の
文
章
観
（
半
沢
玉
城
）

将
来
の
文
章
は
翻
訳
体
（
安
倍
能
成
）

文
体
は
百
花
爛
漫
た
れ
（
石
川
半
山
）

口
語
体
の
天
下
乎
（
大
島
正
徳
）

偽
ら
ざ
る
文
章
は
経
国
の
業
（
塚
原
渋
柿
園
）

文
章
上
の
第
一
約
束
（
杉
浦
重
剛
）

資
料
集
成 

近
代
日
本
語〈
形
成
と
翻
訳
〉［
史
料
編
］

第
18
巻　

現
代
名
家
文
章
大
観

（
三
宅
雪
嶺
）

衰
世
の
文
治
世
の
文
乱
世
の
文
（
石
橋
忍
月
）

文
章
は
「
我
」
の
表
現
（
久
津
見
蕨
村
）

新
聞
紙
の
上
か
ら
観
た
文
章
（
奥
村
不
染
）

文
章
体
の
残
存
は
恥
辱
（
八
杉
貞
利
）

文
章
の
弊
は
非
論
理
的
（
尾
上
柴
舟
）

口
語
文
語
両
々
相
戻
ら
ず
（
木
崎
好
尚
）

文
章
習
得
は
修
養
問
題
（
内
海
月
杖
）

ロ
ー
マ
字
論
者
と
し
て
（
土
岐
哀
果
）

文
章
と
支
那
国
民
性
（
稲
葉
君
山
）

独
逸
文
章
語
の
由
来
（
桜
井
天
壇
）

支
那
時
文
に
就
て
（
青
柳
篤
恒
）

戦
記
文
に
就
て
（
大
倉
桃
郎
）

往
昔
口
語
文
時
代
あ
り
（
石
橋
臥
波
）

文
章
の
精
神
姿
趣
（
久
保
天
随
）

口
語
文
体
と
型
の
工
夫
（
平
田
禿
木
）

文
章
は
柔
軟
性
を
要
す
（
太
田
善
男
）

作
文
の
経
験
と
写
生
文
（
寒
川
鼠
骨
）

当
然
口
語
文
法
（
阿
部
次
郎
）

文
体
も
亦
優
勝
劣
敗
（
西
田
敬
止
）

漢
文
は
漸
次
衰
亡
の
兆
（
伊
原
青
々
園
）

既
に
口
語
体
の
世
の
中
（
上
司
小
剣
）

文
章
は
談
話
に
準
ず
べ
し
（
戸
川
残
花
）

日
本
文
章
の
変
遷
（
高
橋
五
郎
）

文
界
も
当
分
は
自
由
競
争
（
山
路
愛
山
）

世
界
的
と
な
れ
る
我
が
文
章
（
相
馬
御
風
）

文
は
人
な
り
（
畔
柳
都
太
郎
）

口
語
体
に
九
分
の
利
あ
り
（
高
木
武
）

演
説
口
調
の
口
語
体
（
尺
秀
三
郎
）

品
の
よ
い
口
語
体
歟
（
別
所
梅
之
助
）

記
者
当
面
の
問
題
よ
り
（
荒
木
貞
雄
）

新
文
体
の
中
心
（
山
中
末
成
）

文
章
の
地
位
（
土
井
晩
翠
）

作
文
上
の
第
一
義
（
小
西
海
南
）

羅
馬
字
漢
字
の
比
較
研
究
（
前
田
蓮
山
）

文
章
の
極
致
（
松
浦
正
泰
）

各
種
の
文
体
各
種
の
特
色
（
三
井
甲
之
）

文
体
は
統
一
せ
ら
れ
ず
（
伊
豆
凡
夫
）

羅
馬
字
論
は
愚
論
妄
論
（
小
川
琢
治
）

大
文
豪
出
で
よ
（
木
場
貞
長
）

文
章
は
自
然
を
尚
ぶ
（
長
谷
川
誠
也
）

文
章
の
能
事
（
藤
井
乙
男
）

口
と
筆
（
江
見
水
蔭
）

文
章
観
四
則
（
大
谷
繞
石
）

文
章
は
料
理
法
（
佐
々
木
邦
）

新
聞
体
よ
り
進
ま
ん
（
本
多
静
六
）

日
本
文
章
の
堕
落
に
候
（
中
島
端
）

仮
名
遣
ひ
の
改
正
（
高
岡
熊
雄
）

文
は
想
な
り
（
朝
永
三
十
郎
）

文
は
気
を
以
て
主
と
す
（
宮
崎
湖
処
子
）

ロ
ー
マ
字
は
厭
（
船
橋
雄
）

人
情
練
達
即
文
章
（
堀
内
文
次
郎
）

文
章
即
ち
人
生
（
戸
川
秋
骨
）

文
章
は
唯
だ
達
意
の
み
（
樋
口
銅
牛
）

両
文
体
を
採
る
（
小
杉
未
醒
）

文
の
要
は
結
論
と
筋
道
（
境
野
黄
洋
）

文
章
の
統
一
は
思
想
の
統
一（
河
東
碧
梧
桐
）

文
章
論
を
評
す
（
岡
田
哲
蔵
）

文
章
は
無
駄
の
無
い
事
（
高
村
光
太
郎
）

惹
き
つ
け
ら
る
ゝ
文
章
（
島
田
三
郎
）

語
る
文
章
読
む
文
章
（
鵜
沢
聡
明
）

候
文
に
三
段
四
段
の
変
化
（
渋
沢
栄
一
）

文
章
の
殺
人
活
人
（
湯
浅
倉
平
）

余
は
文
章
を
愛
す
（
大
竹
多
気
）

青
年
の
修
養
と
文
章
（
横
井
時
敬
）

熱
性
の
文
を
好
む
（
岡
田
正
美
）

文
体
統
一
が
出
来
る
な
ら
（
堀
江
秀
雄
）

耳
の
文
章
目
の
文
章
（
幸
田
露
伴
）

世
界
語
不
朽
運
動
（
中
村
精
男
）

我
も
筆
も
一
体
（
勿
堂
）

日
本
現
代
の
文
章
家
（
鷺
城
学
人
）

新
聞
紙
と
社
会
（
岩
崎
巌
）

ゴ
ー
リ
キ
イ
の
文
学
的
使
命
（
昇
曙
夢
）

シ
ユ
テ
フ
ア
ン
・
ゲ
オ
ル
ゲ
（
青
山
延
敏
）

明
治
大
正
文
章
小
史
（
湖
上
人
）

文
人
人
国
記
（
破
軍
星
）

書
画
骨
董
と
鑑
識
（
岡
田
播
陽
）

計
166
件
収
録

＊	

国
語・言
語
学
者
、
文
学
者
、
漢
学
者
、
思
想
家
、
宗
教
家
、
実
業
家
、
政
治
家
・
官
僚
、

記
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
教
育
者
、
辞
書
編
纂
者
、
外
国
人
…
明
治
大
正
期
の
多
数

多
彩
な
学
者
・
識
者
に
よ
る
日
本
語
・
言
語
観
を
総
覧
で
き
る
浩
瀚
な
論
集

◆
総
５
７
８
頁
の
圧
巻
（『
日
本
及
日
本
人
』
臨
時
増
刊
号
）



23

❖
第
17
巻「
国
語
改
良
異
見
」・
第
18
巻「
現
代
名
家
文
章
大
観
」

は
明
治
期
言
論
界
の
言
語
・
国
語
論
の
総
ま
と
め
と
も
言

え
る
集
成
で
す
。
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・
お
取
扱
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叙
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長
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潔
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漢
語
・
和
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雅
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片
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ー
マ
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外
来
語
・
文
法
・
主
語
・
品
詞
・

語
尾
・
文
末
・
表
記
・
文
字
・
漢
字
・
国
字
・
仮
名
遣
い
・
音
韻
・
修
辞
・
論
理
・
記
号
・
外
国
語
・
世
界
語（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
）

■	

翻
訳
・
文
学
・
小
説
・
戯
曲
・
演
劇
・
古
典
・
詩
歌
・
漢
詩
・
評
論
・
論
説
・
作
文

■	

新
聞
・
雑
誌
・
辞
書
・
教
科
書
・
報
道
・
出
版
・
印
刷
・
演
説
・
弁
論
・
議
論
・
速
記
・
国
語（
言
語
）政
策
・
国
家
・
国
民

■	

歴
史
・
思
想
・
哲
学
・
教
育
・
心
理
学
・
比
較
文
化
・
社
会
・
風
俗
・
児
童
・
女
性

巻 書　名 編 頁 ISBN 本体価格
（税別）

1 総目次＋総索引 240 頁 978-4-86688-201-7 14,000 円
2 挑戦する文体・山田美妙集

文
体
編
（
２
～
８
巻
）

520 頁 978-4-86688-202-4 26,000 円
3 懐疑する文体・二葉亭四迷集 520 頁 978-4-86688-203-1 26,000 円
4 理想の文体・嵯峨のやおむろ集 520 頁 978-4-86688-204-8 26,000 円
5 苦渋する文体・尾崎紅葉集① 570 頁 978-4-86688-205-5 28,000 円
6 苦渋する文体・尾崎紅葉集② 500 頁 978-4-86688-206-2 26,000 円
7 言文一致作品集① 630 頁 978-4-86688-207-9 30,000 円
8 言文一致作品集② 430 頁 978-4-86688-208-6 22,000 円
9 近代日本語形成資料（刊本の部）江戸期

史
料
編
（
９
～
18
巻
）

630 頁 978-4-86688-209-3 30,000 円
10 近代日本語形成資料（刊本の部）明治期① 430 頁 978-4-86688-210-9 15,000 円
11 近代日本語形成資料（刊本の部）明治期② 630 頁 978-4-86688-211-6 25,000 円
12 近代日本語形成資料（刊本の部）明治期③ 560 頁 978-4-86688-212-3 26,000 円
13 近代日本語形成資料（刊本の部）明治期④ 410 頁 978-4-86688-213-0 22,000 円
14 近代日本語形成資料（新聞雑誌の部）① 520 頁 978-4-86688-214-7 26,000 円
15 近代日本語形成資料（新聞雑誌の部）② 530 頁 978-4-86688-215-4 26,000 円
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